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(5) 研究の考察                                        

      

 

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の改善及び必要な方策等について（答

申）」では、観点別評価については、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「主体

的に学習に取り組む態度」の３観点に整理することとされています。「学びに向かう力、人間性等」

に示された資質・能力については、評価になじむものではないことから、評価の観点としては学校

教育法に示された「主体的に学習に取り組む態度」として設定されています。新学習指導要領では、

まだ、評価について具体的に示されていませんが、本研究委員会では、現行の学習指導要領の評価

の考え方と新学習指導要領の評価の考え方は基本的には同じだと考え、以下のように捉えました。 

 

現行学習指導要領 新学習指導要領 

社会的事象への関心・意欲・態度 主体的に学習に取り組む態度 

社会的な思考・判断・表現 思考力、判断力、表現力等 

資料活用の技能 
知識及び技能 

社会的事象についての知識・理解 

 

本研究委員会では、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業の質的改善を図りました。意

識調査から生徒の実態を把握して【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりの

チェックリスト」】で教師自身の指導の実態を振り返り、【「主体的・対話的で深い学び」の視点

からの教師の手立て表】を照らし合わせて、６月から 11 月にかけて授業実践に取り組んできました。 

そこで、次の視点について、６月から 11月の授業実践を考察します。 

 

 

 

ここでは、Ａ校とＢ校の６月～11 月のそれぞれの授業実践を通して、教師の手立てが「思考力、

判断力、表現力等」の資質・能力の育成につながったかどうかを、Ａ校の抽出児ＡとＢ校の抽出児

Ｂのワークシートの記述の変容を追って考察していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察の視点 

中１社会 

・教師の手立てが、生徒の資質・能力の育成につながっていたか。 
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ア Ａ校１学年の実践の考察 

６、７月の第１学年『世界各地の人々の生活と環境』の授業実践では、意識調査の結果で分析し

た生徒の実態を踏まえて【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリ

スト】で教師自身の指導の実態を振り返り、【「主体的・対話的で深い学び」の視点からの教師の手

立て表】と照らし合わせながら手立てを取り入れました。 

単元の始めに、「なぜ、気候帯によって世界の人々の生活が異なるのか」という単元を貫く学習課

題を設定しました。電子黒板を活用して前時の授業を振り返り、資料を提示して問い返しをしなが

ら単元を貫く学習課題を設定した後、ワークシートを活用して見通しを持たせたのでゴールをイメ

ージさせることができました。

１単位時間のそれぞれの導入で、

ワークシートの白地図に学習す

る地域を塗りつぶさせ、その地

域の雨温図を示すことで関心を

持って、授業に取り組むことが

できていました。グループ活動

では、個人で調べたことを意見

交換しながら、グループで出た

意見を（資料１の枠囲みの部分） 

を付け加えることができており、     資料１ 抽出生徒Ａの第２時のワークシートの記述 

より多くの情報を収集することができたと考えます。 

また、授業の最後に個人で考 

える時間を設定し、代表者を全 

体で発表させたことにより、資 

料２の枠囲みの部分を付け加え 

ることができ、理解を深めるこ      資料２ 抽出生徒Ａの第２時のワークシートの記述 

 

とにつながったと推察できます。            

この単元を学習させた後に、６、７月の実践の成果と課題を振り返って、生徒の実態を踏まえな

がら【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリスト】で教師自身の

授業を振り返り、９月の実践に生かしていきました。 

資料３ 抽出生徒Ａの第３時のワークシートの記述 

 

９月の第１学年『アジア州』の授業実践では、単元の始めに、「なぜ近年アジアの経済に急激な成
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長が見られるのか」という単元を貫く学習課題を設定しました。電子黒板を活用し、アジア州に属

する日本の例を挙げながら問い返しをし、単元を貫く学習課題を設定したことで、切実感を持って

学習課題に取り組ませることができたと考えます。前頁資料３のように、説明補助語句をキーワー

ドとして示すことで、それらの語句を使って複数の資料を関連させて説明することができ、代表者

を全体で発表させ教師が補足説明したことで、重要だと思ったこと（枠囲み部分）を付け加えるこ

とができ、理解を深めることにつながったと推察できます。このことから、前単元からの手立てを

継続しながら、更に身近な例を挙げて切実感を持たせたことで、資料３のように記述することがで

きており、文章表現の力が身に付いてきていると考えます。この単元を学習させた後に、９月の実

践の成果と課題を振り返って、生徒の実態を踏まえながら【「主体的・対話的で深い学び」の視点を

踏まえた授業づくりのチェックリスト】で教師自身の授業を振り返り、10、11 月の実践に生かして

いきました。 

11 月の第１学年『ヨーロッパ州』の単元では、イギリスがＥＵから離脱したニュースを取り上げ

て、問い返しをしながら日本への影響を考えさせることで切実感を持たせ、「ＥＵに拡大と離脱の動

きが見られるのか」という単元を貫く学習課題を設定しました。検証授業では、学習課題に対して

の関心を高めるために、授業の始めにイギリスのＥＵ離脱問題に関する新聞記事を電子黒板で提示

し、資料４のような予想を個人で考えさせ

ました。生徒は、既習事項を振り返りなが

ら、自分なりの根拠（資料４の枠囲部分）   資料４ 抽出生徒Ａの第６時のワークシートの記述                     

を記述することができました。このことから、本時の授業の見通しを自ら立てることができたと推

察できます。 

個人で考える時間を設 

定し、争点を絞った資料    

とワークシートに合わせ 

た書き方を示すことで、    

  自分の考え（資料５の枠 

  囲み部分）を、その根拠 

  （資料５の下線部）を示 

して記述することができ 

  ました。クラスの約８割 

  の生徒が離脱の考えをワ       資料５ 抽出生徒Ａの第６時のワークシートの記述        

ークシートに記述していましたが、教師が「もし、日本という立場で考えたらどうですか」という

発問をしたときに、ほとんどの生徒が「日本という国の立場だったら残留の方がよい」として、考

えを変えて残留に挙手していました。このことから、前単元からの手立てを継続しながら、新聞記

事や身近な例を挙げて切実感を持たせたことで、多面的・多角的に考察する力が身に付いてきてい

ると推察できます。 

以上のことから、６月から 11 月にかけての教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話

的で深い学び」の視点からそれぞれの単元を通して図られており、それらの手立てが「思考力、判

断力、表現力等」の資質・能力の育成につながったと考えます。 
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イ Ｂ校３学年の実践の考察 

７月の第３学年『私たちの生活と文化について考えよう』の授業実践では、意識調査の結果で分

析した生徒の実態を踏まえて【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェッ

クリスト】で教師自身の指導の実態を振り返り、【「主体的・対話的で深い学び」の視点からの教師

の手立て表】と照らし合わせながら手立てを取り入れました。 

単元の始めに、「文化」という言葉から連想できるものを自由に発言させたり、ニュースや身近な

例を挙げたりして「あなたが世界に広めたい日本の文化とは？」という単元を貫く学習課題を設定

したことで、学習課題に向けての見通しを持たせることができました。ワークシートにキーワード

を示したことで、そのキーワード

（資料６の枠囲み部分）を選択し、

単元を通して習得した知識やグルー

プ活動での意見交換を参考にしなが

ら、自分なりの考えを（資料６の下

線部分）記述することができました。

また、学習したことを自分たちの生

活につなげて考えさせるために、ワー    資料６ 抽出生徒Ｂの第４時のワークシートの記述 

ークシートに身近な大人の考え（資料７） 

を記述してもらう欄を設けたこ 

とで理解を深めることができた 

と考えます。 

このことから、資料やグルー   

プ活動を通して得た情報を選択 

して自分の考えを表現する力が      資料７ 抽出生徒Ｂの第４時のワークシートの記述 

身に付いてきており、身近な大人の考えを知ることで深い学びにつながっていると推察できます。 

この単元を学習させた後に、７月の実践の成果と課題を振り返って、生徒の実態を踏まえながら

【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリスト】で教師自身の授業

を振り返り、９月の実践に生かしていきました。 
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資料８ 抽出生徒Ｂの第４時のワークシートの記述 

資料９ 抽出生徒Ｃの第４時のワークシートの記述 



 平成 29年度 佐賀県教育センター 中学校社会科教育 

研究の考察-6 

９月の第３学年『日本国憲法について考えよう』の授業実践では、単元の始めに、日々のニュー

スを騒がせている北朝鮮のミサイル発射問題を取り上げて、問い返しをしながら「今後、日本は憲

法第９条をどうすべきか 維持か改憲か」という単元を貫く学習課題を設定しました。家庭や日常

生活の中でも話題になっていた時事問題だったので、より切実感を持って学習課題に取り組むこと

ができていました。学習課題について、個人で考える場を設定し、その後、「維持」と「改憲」のグ

ループに分けて話し合わせ、「維持」と「改憲」の意見をそれぞれまとめさせました。全体で、それ

ぞれの代表者に発表させ、再び個人で考える場を設定して、学習したことを基に自分の考えとその

理由を記述させました。資料を読み取らせて習得させた知識を活用させながら、自分とは異なる考

えと比較、関連させた結果、抽出生徒Ｂは「改憲」の考え（前頁資料８の枠囲み部分）とその理由

（資料８の下線部分）を、抽出生徒Ｃは「維持」の考え（前頁資料９の枠囲み部分）とその理由

（資料９の下線部分）をそれぞれ表現できていました。継続して、ワークシートに身近な大人の考

えを記述してもらう欄を設けているので家庭での話題にもなり、様々な考えを聞くことで考えを広

げ深めることができていると考えます。 

この単元を学習させた後に、９月の実践の成果と課題を振り返って、生徒の実態を踏まえながら

【「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリスト】で教師自身の授業

を振り返り、10、11月の実践に生かしていきました。 

資料 10 抽出生徒Ｂの第７時のワークシートの記述 

 

11 月の第３学年『国民として国の政治を考えよう』の単元では、単元を再構成してパブリック・

ディベートを取り入れました。単元の始めに、電視黒板やワークシートで、日本と外国を比較した

選挙に関する複数の資料を提示し、日本の選挙権が満 20 歳以上から 18 歳以上に引き下げられたこ

とにも触れ、問い返しをしながら切実感を持たせ、「若者の投票率を上げるための手立てを考えよう」

という単元を貫く学習課題を設定しました。その際、単元計画と評価規準を示したことで、学習課

題に対しての見通しを持たせることができました。検証授業では、若者の投票率を上げるための手

立てをグループごとに発表させ、質疑応答で得られた意見を基にグループで再考させて、代表者に

全体で発表させました。その後、どのグループの手立てがよいかを１つ選ばせて投票させました。

そして、個人で考える場を設定して、自分が選択した手立てとその根拠を記述させました。抽出生

徒Ｂは、授業を振り返りながら選択した手立て（資料 10 の枠囲み部分）と、長所と短所の両面から
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考えて選択した手立

ての根拠（前頁資料

10 の下線部分）を記

述することができま

した。継続して、ワー       資料 11 抽出生徒Ｂの第７時のワークシートの記述 

クシートに身近な大人の考えを記述してもらう欄（資料 11）を設けたことで、家庭で政治の話題を

する生徒も増え、社会科学習への関心を高めることができました。 

以上のことから、７月から 11 月にかけての教師の手立てが、生徒の実態に応じて「主体的・対話

的で深い学び」の視点からそれぞれの単元を通して図られており、それらの手立てが「思考力、判

断力、表現力等」の資質・能力の育成につながったと考えます。 


